
14:00-14:15 オープニング⇒発案者の川本さんからひと言



14:15-14:30 私と金城満先生 by 舘林さん





壊







プレゼン途中でも疑問質問等は
ご遠慮なく出してくださいをね

ご参加のみなさまへ



14:00-14:15 オープニング ⇒発案者の川本さんからひと言(15分） 

14:15-14:30 私と金城満先生 by 舘林さん(15分） 

14:30-15:00 ワークショップ by 金城(30分）「自画像とは、闇を光で消すことである。」 

15:00-15:30 実例①中学校での取り組み・「家族の肖像」…映像あり(30分） 

                   　　--------休憩(10分）--------  

15:40-16:20 実例②高校での取り組み・「石の声」…映像あり(40分） 

16:20-16:30 リフレクション ⇒ Slido(10分） 

16:30-16:40 クロージング(10分）

本日の流れ

※ 最後にこのプレゼン資料（pdf）のリンクをお知らせします

ココ



14:30-15:00 ワークショップ by 金城

自画像ワークショップ
必要なもの

(30分）

1. 名刺大の紙（厚手がよい）
2. 4B鉛筆（無ければHB程度でもよい）
3.  練り消し（パチンコ玉程度でよい、消しゴムでも可）
4.  スマホでの自撮写真（当日会場で撮る）
5.  下敷きにする紙（A4程度、鉛筆で机を汚さないため）



畳目のように

14:30-15:00 ワークショップ by 金城

自画像ワークショップ
手順

(30分）

1.名刺大の紙を4B鉛筆で全面黒く塗りつぶす
2.スマホで光を意識し自撮りする
3.練り消しで光を消し陰影をつくっていく
4.鉛筆で描き足す　3. 4.をくり返す



14:30-15:00 ワークショップ by 金城

自画像ワークショップ (30分）

手順
1.名刺大の紙を4B鉛筆で全面黒く塗りつぶす
2.スマホで光を意識し自撮りする
3.練り消しで光を消し陰影をつくっていく
4.鉛筆で描き足す　3. 4.をくり返す



壊す
光で闇を消すことで現れる自画像

輪郭を
闇を
光を



14:00-14:15 オープニング ⇒発案者の川本さんからひと言(15分） 

14:15-14:30 私と金城満先生 by 舘林さん(15分） 

14:30-15:00 ワークショップ by 金城(30分）「自画像とは、闇を光で消すことである。」 

15:00-15:30 実例①中学校での取り組み・「家族の肖像」…映像あり(30分） 

                   　　--------休憩(10分）--------  

15:40-16:20 実例②高校での取り組み・「石の声」…映像あり(40分） 

16:20-16:30 リフレクション ⇒ Slido(10分） 

16:30-16:40 クロージング(10分）

本日の流れ

ココ



実例①　中学校での取り組み

1. 中学校３年美術の教材開発

2. 絵画制作と作文を組み合わせた実践 

3. 家族写真をもとにテンペラで制作

4. 最終的には、その絵の背景である 
　 記憶や想い等を作文にする課題



背景

1.美術という教科の役割は何なのかを
生徒とともに教師の視点でも問い詰
めた 

2.思春期の揺れ動く時期の作品として
家へ持ち帰らせて大切に残させたい 

3. 家族写真を学校に持ってくることへ
の違和感や、抵抗感こそテーマ



1. 学習指導要領改訂の動きの中で授業時数の削減 

2. 授業の効率化だけでは試行錯誤から 
    生まれる創造性を奪ってしまう危険 

3. 生徒が自分と向き合い制作出来る時間 
    の確保と教材開発の必要性 

4. 業者の説明書通りに作るだけの画一的 
    なセットもの教材ではテーマや物との 
    かかわりによる思考や工夫は育ち難い

目的



技法 

1. 技法は中学校では見慣れない卵テンペラを用いた 
2.授業開始時に卵と酢でメディウム（接着媒体）を作り
顔料と練って絵の具を作る 

3. ハッチングという繰り返し線を重ね 
　ていく描法で制作 
4.顔料の発色の美しさ、卵と水の性質等、 
　制作過程での発見が思考を刺激様々な 
　工夫が生徒たちから生まれた 
5. この技法は、耐久性もあり、作品の 
　長期保存が可能



振り返り

1.完成した作品の裏へ、絵のテーマになった家族の作文 
「絵の背後にあるもの」を貼る 
2.タイプ別から選抜した作文は、その年の「家族の肖像」と
いう文集にして配布 

3.プライバシーを重視、実名、匿名で 
　作文掲載の承諾協力は不可欠 
4. 私自身、実際生徒たちがどのように 
　「家族の肖像」を感じ、考えて、内面 
　で何が起きているのかを知るため 



内面で何が起きているのか



思春期のマーブル状態の彼らを
軟化させ整理・濃縮を試み
内面で何が起きているのかを
確認するため9ページの
「よみもの」テスト問題によって
「絵の背後にあるもの」を書かせた



思春期のマーブル状態の彼らを
軟化させ整理・濃縮を試み
内面で何が起きているのかを
確認するため9ページの
「よみもの」テスト問題によって
「絵の背後にあるもの」を書かせた



1～3ページ



4～6ページ



7～9ページ



7～9ページ









「絵の背後にあるもの」を自分の制作
してい「家族の肖像」を思い浮かべな
がら書きなさい。

この原稿用紙は切り離して提出
最終的には、
　　絵の後ろに貼る予定・・・
　　これが文集になる





美術教育に作文を組み入れ内面に向き合わせる

さらに振り返りとして、
編集した文集「家族の肖像」を
３学期に義務教育最後のテストと
して文集を読むかたちで出題
文集を読むことで
同じ学年の生徒がどう考え
何を感じているのか
文集との対話が目的







美術教育に作文を組み入れ内面に向き合わせる

この文集はテスト後
各家庭へ持ち帰り
家族で読んでの反響があった
（この実践の最後に時間があれば紹介します）



美術教育に作文を組み入れ内面に向き合わせる

絵と作文が
呼吸し始める



1.二部構成の映像制作・ 
　「第一部テンペラのテクニック編」 
　「第二部ハート編」 

2.BGMと作文の朗読の映像教材 
　を加え、感情に訴えることを 
　ねらいとした 

振り返りさらに映像での

（8分15秒）









意見交換
・ここで、気軽に疑問や
　気づいた点など出し合い
　意見交換しましょう。

内容からの例： 
・義務教育最後のテーマが家族 
・絵画作品の「背景」にこだわり作文 
・どのように作文を書かせた 
・美術室は美音術室 
・自身の「家族の肖像」 
・消えていく時間と繋がる時間 
・キーワード：解答用紙 
・言葉と声、視覚と聴覚、そして五感 
・編集方法と上映方法



【生徒】として効果があったと思われること  

・授業時間内での集中した作品制作できる生徒が増えた 
・展示を意識した制作ができた  

・授業に意欲的に取り組む生徒が増えた 

【教員】として効果があったと思われること  

・校内、郊外を生かした幅広い教育活動を展開できた 
・家庭を取り込むことで授業の内容が充実した 
・教員の横の連携ができた



【学校全体】として効果があったと思われること  

・地域の住民や団体からの協力が得られやすくなった 
・学校から地域への情報発信がしやすくなった 
・学校行事への保護者の協力を呼びかけやすくなった 

【地域社会】として効果があったと思われること  

・生徒や学校に対する理解が深まり、積極的に協力してくれた 
・生徒を地域全体で育てていこうとする意識が広がった 
・地域の眼差しが生徒へ安心感を与えた 



壊す
思春期、柔らかく溶かしながら再構築

関係性を
外から
内から



--------休憩(10分）--------



14:00-14:15 オープニング ⇒発案者の川本さんからひと言(15分） 

14:15-14:30 私と金城満先生 by 舘林さん(15分） 

14:30-15:00 ワークショップ by 金城(30分）「自画像とは、闇を光で消すことである。」 

15:00-15:30 実例①中学校での取り組み・「家族の肖像」…映像あり(30分） 

                   　　--------休憩(10分）--------  

15:40-16:20 実例②高校での取り組み・「石の声」…映像あり(40分） 

16:20-16:30 リフレクション ⇒ Slido(10分） 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本日の流れ
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15:40-16:20 実例②「石の声」…映像あり

実例②　高校での取り組み



資料 http://eritokyo.jp/independent/aoyama-col47898-5.htm

2060万人

310万人



質問です
沖縄戦の戦没者のなかで，犠牲者が一番多かったのはどの人
たちですか。（戦前の沖縄県の人口59万人）

⑴沖縄住民

⑵正規の日本兵

⑶米軍

⑷わからない



答え（諸説ある）

沖縄戦の戦没者のなかで，犠牲者が一番多かったのはどの人
たちですか。（戦前の沖縄県の人口59万人）

⑴沖縄住民（88.9%)

⑵正規の日本兵（4.0%)

⑶米軍（1.2%)

⑷わからない（5.9%)



沖縄戦の特徴
①全島要塞化
　　・住民総動員―飛行場建設や陣地壕づくり　・「一木一草といえどもこれを戦力化すべし」
　②戦略持久作戦
　　・本土上陸を遅らせる時間稼ぎの作戦、「捨て石」

③軍民混在の戦場
　　・日本兵による壕追い出し、食糧強奪　・砲弾は軍人と住民を区別しない。

④住民虐殺
　　・「軍人軍属を問わず標準語以外の使用を禁ず。沖縄語を以て談話しある者は間謀とみなし処分す」
　　・スパイ嫌疑により虐殺（赤松事件、今帰仁事件、本部校長事件など）

⑤集団自決
　　・壕追い出しと避難拒否、投降阻止　・日本軍の駐屯-座間味、慶良間、読谷、沖縄市、南部など

⑥米軍支配の長期化



作品そのものより制作のプロセスを重視したり、美
術館やギャラリーから外に出て
社会的な文脈でアートを捉えたり、
アートを媒介に地域を活性化させようとする取り組
みなどを指す。

※

※

2つのアートプロジェクト　による平和教育



2つの取組みのアートプロジェクトによる平和教育

石 と 鉄
キーワード

（1999~2000年）（1996年）



「石の声」・・・表現行為が導くもの（1996）

　黙々と、ただ石に番号をうつ　 
　その行為の数、20余万　　　 
　　祈りにも似た表現行為。 

　 
これが、「石の声」の呼びかけ文である。 

1996年6月15、16日、普天間基地に隣接した 
佐喜眞美術館前広場に於て236.095個の石に連番
を書き入れ、積み上げていくという行為 
この数字は、96年時点で把握されていた 

沖縄戦戦没者数である



復帰前・後の主な事件事故（1959年～2016年にかけての沖縄）

　　沖縄県では、米軍基地に起因する事件・事故が繰り返される。
　航空機関連の事故は、本土復帰1972年～2016年末までに709件発生。
 ・1959年、現うるま市にある宮森小学校に 米軍戦闘機が墜落し、
　11人の児　童を含む17人が死亡、210人の重軽傷者を出した。
・1995年、小学生の少女が米兵３人に暴行される事件が発生し、敗戦か　　
　ら半世紀、基地被害と米兵の犯罪に苦しんできた沖縄県民の怒りが
　 爆発した。
・2004年８月、米海兵隊の大型ヘリコプターが沖縄国際大学の本館に
　接触、墜落、炎上した。
・2016年12月、オスプレイが、名護市の集落の近くに墜落した。 　
・2016年にも、女性が遺体で発見された事件で、米軍属の男が死体遺　　
　棄、強姦致死及び殺人の容疑で逮捕・起訴され。



復帰後の事件事故  復帰1972年～2016年（44年間）の沖縄

　米軍人・軍属等による刑法犯罪は、
復帰1972年から2016年末までに
5,919件発生し、うち殺人・強盗・強姦
などの凶悪犯が576件（約1割）。

　国土面積の約0.6％の沖縄県に、全国の
米軍専用施設面積の約70.6％の米軍基地が
あるがゆえに、長年にわたり事件・事故が
繰り返されている。沖縄県は、日米両政府
に対し、基地の整理縮小や日米地位協定の
見直しや過重な基地負担の軽減を求めている。

刑法犯罪 
5,919件

凶悪犯が576件 
（約1割）

国土面積 
約0.6％

米軍専用施設面積の 
約70.6％

　　　　　5,919件を/44年で割ると、
1年あたり136件、2,7日に1件発生している。



「石と鉄」の背景（1996年～2000年にかけての沖縄）

①1995年9月、沖米兵による少女暴行事件後、戦後50年間、 
基地の整理・縮小を求めるうねりが高まった。

 
②沖縄戦体験者の高齢化やこれまでの平和教育から転換期。

③ 平和教育のマンネリ化と、教師の若年化等、継承の難しさ。

④「総合的な学習の時間」の取りみ方法の検討時期。



他府県とは異なる、沖縄の状況を高校生に自ら考えさせるねら
いを持った企画が必要。

美術や歴史を教科教育だけでなく自己や社会について考えさせる
ための生涯教育と位置づけた。

「命」「平和」を表現行為を通して見つめることが、結果的に
平和教育と結びついた。

校内で不参加の生徒も含め全体で振返りを行った。そのため、
映像化の必要が生じ、資料を編集したのがこの映像である。



編集（メッセージをどう伝えるかは重要）

タイムラインによる編集計画
素材をどう扱うか方向性の整理

現場で体験していない人にも



体育館での上映方法（開始前にあることをお願いしました。）

視聴後、もし何かを感じたのであれば
黙って教室まで帰ってください。





体育館での上映方法（開始前にあることをお願いしました。）

視聴後、もし何かを感じたのであれば
黙って教室まで帰ってください。



編集（メッセージをどう伝えるかは重要）

タイムラインによる編集計画
素材をどう扱うか方向性の整理

現場で体験していない人にも



意見交換
・ここで、気軽に疑問や
　気づいた点など出し合い
　意見交換しましょう。

内容からの例： 
・平和教育のポイント 
・資料（第二次世界大戦の死者数） 
・質問（沖縄戦の戦没者のなかでの犠牲者） 
・沖縄戦の特徴 
・アートプロジェクトとその背景 
・キーワード 
・言葉と声、視覚と聴覚、そして五感 
・編集方法と上映方法



壊す
繰り返す、積み上げる、「水面の唇」

慣例を
対話で
小声で



他の取り組みなど詳細は、「金城満の仕事」で検索



壊す
さて 様々な壊し方をみてきましたが　
他にどのような例が考えられますか？

    C

    B

    A



全体を通して疑問質問等
ご遠慮なく出してください

ご参加のみなさまへ



壊

本日の資料はココにあります→
PDFのため映像はありません




